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ライブラリアンからのリプライ
―九州大学の取り組みをもとに―

九州大学附属図書館 事務部次長（兼）学術サポート課長・図書館DX支援室長

大学院統合新領域学府ライブラリーサイエンス専攻 准教授

渡邊 由紀子
watanabe.yukiko.935@m.kyushu-u.ac.jp

2023年9月20日（水） JADH2023ワークショップ（国文学研究資料館）

「研究者とライブラリアンとの対話：データ駆動型人文学の推進に向けたラウンドテーブル」

https://jadh2023.nijl.ac.jp/workshops


アウトライン

1. オープンサイエンス時代の大学図書館

2. 九州大学附属図書館のデジタルアーカイブと人材養成

3. データ駆動型人文学の研究を推進するために
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目標1-1）教育研究成果の発信、オープン化と保存

目標1-2）図書館資料の整備と利用のための保存

目標1-3）知識や情報の発見可能性の向上

重点領域1. 知の共有

蔵書を超えた＜知識や情報＞の共有

目標2-1）知を創出する場の拡大・整備・提供

目標2-2）社会・地域に開かれた知の創出空間の提供

重点領域2. 知の創出

新たな知を紡ぐ＜場＞の提供

目標3-1）多様な人材との協働

目標3-2）国立大学図書館職員の能力向上

重点領域3. 知の媒介

知の交流を促す＜人材＞の構築

3国立大学図書館協会「ビジョン2025」（2021.6）

Ref.）国立大学図書館協会. 国立大学図書館機能の強化と革新に向けて～国立大学図書館協会ビジョン2025～（2021年6月25日）.
https://www.janul.jp/ja/organization/vision2025

基本理念（抄）: 障壁なきアクセスを可能にし、それらを利活用するための環境を提供することで、
国立大学の教育研究活動を支え、社会における新しい知の共有や創出の実現に貢献する

デジタル化、
デジタル
アーカイブ
の構築

デジタル化資
料への対応

https://www.janul.jp/ja/organization/vision2025


「オープンサイエンス時代における大学図書館の在り方について」

• 今後の大学図書館に求められる教育・研究支援機能や新たなサービス

• 既存のコンテンツのデジタル化と、学術研究等の成果として今後生み出されるコンテンツ
のオープン化を進めるとともに、デジタル化されたコンテンツの利活用を支援する様々な
サービスと現行業務について、利用者志向の立場から再構築

• 国立国会図書館の蔵書のデジタル化を中核に、各大学図書館等がこれとは重複しない形
でのデジタル化を進め、それらへのアクセス環境を最適化することで全国規模のデジタル・
アーカイブ基盤を構築

• 上記機能やサービスの実現に求められる人材

• 大学図書館職員は、大学における学問の在り方や研究のライフサイクルを理解することが
不可欠

• 各大学は、大学図書館に専門人材を配置できるよう組織体制と人的資源配分を見直す
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Ref.) 科学技術・学術審議会 情報委員会 オープンサイエンス時代における大学図書館の在り方検討部会.  オープンサイエンス時代における大学図書館
の在り方について（審議のまとめ）. 2023.1.25. https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu29/004/mext_00001.html

科学技術・学術審議会「審議のまとめ」（2023.1）

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu29/004/mext_00001.html


55九州大学 伊都キャンパス
単一キャンパスの広さでは国内最大規模

（東西3㎞、南北2.5㎞、272ha）

延 面 積 19,279㎡
座 席 数 約1,400席
収容冊数 約350万冊
（うち自動書庫 約150万冊）

中央図書館
付設記録資料館/教材開発センター

ライブラリーサイエンス専攻

Kyushu University VISION 2030

「総合知で社会変革を牽引する大学」

人文社会科学系部局

◼ 統合移転完了時に図書館組織を再編

◼ 人社系資料の集中化を機に、資料電子化・

保存担当の専門職員（係長級）をeリソース

課に配置



https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/search/browse/rare

九州大学が所蔵する貴重資料等をデジタル化し、
「九大コレクション」にて公開

◼ 1996年度～ 画像データベースの作成開始

◼ 累積公開点数（2022年度末現在） 19,753点 643,876コマ

（内 国文研NW事業 4,070点 199,437コマ）

◼ 新規公開点数（2022年度） 4,125点 204,210コマ

◼ 利用件数（2022年度） 289,234件（画像未登録も含む）

貴重資料等のデジタルアーカイブ構築 6

https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/search/browse/rare


7「九大コレクション」にデータを統合（2013.11～）

Ref.) 林豊ほか. 九州大学附属図書館Webサービスのリニューアル（2017年度）. 九州大学附属図書館研究開発室年報. 2018, 2017/2018, 
p. 18-25, https://doi.org/10.15017/1935832

https://doi.org/10.15017/1935832


◼ メタデータの整備・充実

• JPCOARスキーマ採用（2017.12）

• タイトルのローマ字ヨミ（中国語の場合はピンイン）を追加

• 複数の号や字を持つ著者について、別名を追加

• 原資料の目録データと、デジタル化画像のメタデータの相互リンク

• 過去の展示会図録等に書かれた資料解説文を、デジタル化画像のメタデータに記述

◼ 国際規格IIIF(International Image Interoperability Framework) に対応（2018.4）

◼ 画像データの二次利用自由化（2018.10）

• パブリックドメイン：申請不要・商用利用含む・改変も可

◼ メタデータをオープン化（2020.3）

◼ 外部ウェブサービスとの連携

• 国立国会図書館サーチ（2016.11）、ジャパンサーチ（2021.10）

◼ デジタルアーカイブを活用した電子展示会の実施

◼ 画像データに永続的識別子DOI付与（検討中）

8デジタルアーカイブの流通・活用を促進

Ref.) 林豊ほか. 九州大学附属図書館におけるデジタルアーカイブの二次利用自由化. 九州大学附属図書館研究開発室年報. 2019, 2018/2019, 
p.  21-27, https://doi.org/10.15017/2327998

https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/iiif
https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/reuse
https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/metadata
https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/news/6429
https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/news/43798
https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/exhibition
https://doi.org/10.15017/2327998


図書館ウェブサイト（Drupal）

所蔵コレクション解説

ローマ字ヨミ

原資料や関連情報へのリンク

二次利用のためのライセンス情報

メタデータの整備・充実による関連情報の提供

画像へのリンク
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Cute.Guides（LibGuides）

資料解説

九大コレクション（E-CatsLibrary）

https://hdl.handle.net/2324/411740

本文PDF

https://hdl.handle.net/2324/411740


10デジタルアーカイブ関係プロジェクト

◼ 附属図書館研究開発室の教員との連携（1996年度～）

• 様々な研究プロジェクトの⼀環としてデジタル化を継続的に実施

◼ 国文学研究資料館の歴史的典籍NW事業に拠点大学として参画（2016～2023年度）

• 和本をデジタル化し、「国書データベース」と「九大コレクション」から公開

• 2022年度までに約6,200点10,400冊撮影済み、2023年度に約1,600点2,400冊予定

◼ 台湾National Central Library（NCL）との漢籍デジタル化共同プロジェクト（2022年度～）

• NCLが世界各国の機関に所蔵される漢籍をデジタル化・公開することを目的に実施

• 九州大学所蔵の漢籍のうち、明版を中心に、21点２４０冊１５,０００コマをデジタル化

→ NCLの「古籍與特藏文獻資源」 と「九大コレクション」から公開予定

◼ 中村哲・九大プロジェクトによる「中村哲著述アーカイブ」の構築（2020年度～）

◼ Xプログラム「人文情報学連携学府」構想に関連した資料デジタル化（2022年度～）

https://rbook.ncl.edu.tw/NCLSearch


中村哲医師
メモリアルアーカイブ

中村哲著述アーカイブ
中村哲記念講座

ー中村哲先生の想いを繋ぐー

展示スペース（中央図書館内）
2021年3月オープン

デザイン：芸術工学研究院
映像、グラフィックス、年表、書籍等で氏
の言葉と活動を伝え、ガラススクリーン
には、学生らが読書会を重ねる中で選
んだ言葉が綴られています。

（管理運営）利用者サービス課

デジタルアーカイブ
2021年3月公開

氏が生前に書き著した文章や発した言葉
をデジタルデータの形で収集・保存し、公
開します。

九州大学学術情報リポジトリ QIR上に
構築
登録コンテンツ数 1149点
本文公開コンテンツ数 531点

（2023年５月末現在）

（管理運営）eリソース課

基幹教育総合科目
2021年夏学期開講(全8回)
会場：中央図書館きゅうとコモンズ

対象：全学部の主に1年生
中村哲先生がやってきたことの意味を
理解し、それと同じ意味を持つことを
実行するための考え方やヒントを学び
ます。
2022年度以降も引き続き開講

（運営支援）eリソース課
利用者サービス課

中村哲先生の志を次世代に継承する九大プロジェクト
https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/pj_nakamuratetsu 令和5年度

国立大学図書館
協会賞

Ref.） 堀優子. 「中村哲著述アーカイブ」の公開と今後の展望. カレントアウェアネス-E. No.417, E2408, 2021.7.29, https://current.ndl.go.jp/e2408

「蔵書」を超えるデジタルアーカイブ 11

https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/pj_nakamuratetsu
https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/news/61093
https://current.ndl.go.jp/e2408


12Xプログラム「人文情報連携学府（仮称）」

2022年度 Xプログラム スタート
カリキュラム設計

2023年度 設置申請

2024年度 開講 準備
入試

2025年度 開講１年目

2026年度 開講２年目

2027年度 Xプログラム 総括

出典）日本学術振興会. デジタルと掛けるダブルメジャー大学院教育構築事業～
Xプログラム～. 審査結果 令和4年度, 九州大学, 
https://www.jsps.go.jp/j-x-pro/selection.html

https://www2.lit.kyushu-u.ac.jp/gdh/

図書館職員による「資料デジタル化に関する説明会」
（2022.11.16）

 附属図書館が提供する貴重資料デジタルアーカイブの概要

 資料のデジタル化から公開までの流れ

 画像公開ガイドライン・著作権のことなど

 活用例

https://www.jsps.go.jp/j-x-pro/selection.html
https://www2.lit.kyushu-u.ac.jp/gdh/


モルガン図書館&博物館所蔵 スタンダール『パルムの僧院』手沢本のアーカイブ化

Xプログラムによる資料デジタル化の例 13

Cf.）科研費・基盤研究(C), スタンダール『パルムの僧院』手沢本の研究, 2020年度～2023年度, 代表:高木信宏（九州大学）
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-20K00473/

 所蔵元の許可を得て、画像を九大コレクションでも公開

https://hdl.handle.net/2324/6791136

https://hdl.handle.net/2324/6791137

 研究者がスタンダール自身による書き込みを翻刻

 翻刻したテキストを注釈として画像に掲載（予定）

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-20K00473/
https://hdl.handle.net/2324/6791136
https://hdl.handle.net/2324/6791137
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◼ 新型コロナ対策として、学内外の利用者から閲覧希望があった貴重書・準貴重書を

随時デジタル化し公開（2020年度～2021年度）

• 2020年度：48件、2021年度：19件

◼ 中央図書館貴重資料のデジタル撮影・画像提供サービスを開始（2022.2）

◼ 九州大学基金の使途特定プロジェクト「九州大学デジタル資料整備事業」による

貴重書等のデジタル公開の促進（2021年度～）

• 利用頻度が特に高い貴重書、修復しなければ利用困難な貴重書を

優先して修復・デジタル化（目標金額：700万円）

• 1度に10万円以上寄附 → 図書館所蔵の貴重書等から希望する

1点を選び、デジタル化の依頼可能

リクエストに応じた資料のデジタル化

https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/news/46350
https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/kikin


研究開発事項（2023年度）

I. 学習・教育活動との連携に関する分野

• 図書館による学習・教育支援に関する調査研究

• 図書館による教材開発および著作権処理に関する調査研究

II. コンテンツ形成および学術情報発信に関する分野

• 九州大学所蔵資料および資料保存に関する調査研究

• 図書館に係る学術情報の流通および発信に関する調査研究

III. 図書館運営に関する分野

• 図書館における高度専門知識を有する人材育成に関する調査研究

附属図書館 研究開発室（1996年度～）

https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/about-us/research

⇒ 専任・兼任教員と図書館職員の教職協働による調査研究

15

https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/about-us/research


◼ 主に附属図書館が所蔵する様々なコレクションについて、内容や価値、九大が所蔵するに至った経緯、
活用事例等について、各コレクションに関わる学内外の講師による講演の連続講座

◼ 第1期：2007年10月～2011年3月に全42回開催→『九州大学百年の宝物』刊行をもって一旦終了

◼ 第2期：2021年度から再開→年2回程度開催中

◼ Cute.Guidesに講習会の情報をまとめ、資料を学術情報リポジトリQIRで、動画を九州大学公式
YouTubeで公開

貴重文物講習会（2007年度～）

回 開催日 講師 演題 会場
参加者数
（オンライン）

参加者数
（対面）

参加者数
（合計）

43 R3.06.18 竹村則行（名誉教授） 唐・玄宗「紀泰山銘」の原拓資料と銘文の概要 オンラインのみ 61 - 61

44 R4.01.26 赤司友徳（大学文書館准教授）
武谷椋亭の足跡 武谷文庫からみる幕末福岡藩
の医事

中央図書館 54 11 65

45 R4.06.09
山根泰志（図書館企画課企画係）
中村智晴（収書整理課雑誌情報係）

資料探訪 廣瀬文庫本『筑前名所図会』について
（図書館職員向け）

オンラインのみ 56 - 56

46 R4.10.27 ヴォルフガング・ミヒェル（名誉教授） 17世紀の日欧交流における医療と医学 医学図書館 45 28 73

47 R4.12.23 原口大輔（付設記録資料館講師） 「麻生家文書」の「二重」の整理過程 中央図書館 70 14 84

Ref.） 九州大学附属図書館 > Cute.Guides > 展観クロニクル：貴重文物講習会 https://guides.lib.kyushu-u.ac.jp/gallery/lecture
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https://guides.lib.kyushu-u.ac.jp/gallery/lecture


大学院ライブラリーサイエンス専攻（LSS）と連携した人材養成

◼ 図書館職員がLSSの専任教員や講師として大学院の教育・研究に直接関与

• 図書館の施設や資料を利用した演習

• 例）貴重資料デジタルアーカイブのメタデータ作成・撮影実習

• 現場の課題をテーマにしたPTL（Project Team Learning)

• インターンシップ

◼ 図書館職員が学生としてLSSに就学

◼ LSS修了生を図書館職員に新規採用

◼ 共同プロジェクトの実施

◼ シンポジウム、セミナー等の共催

⇒ 大学図書館員育成のための新たな仕組みを構築

17ライブラリーサイエンス専攻（2011年度～）

https://www.ifs.kyushu-u.ac.jp/lss/

https://www.ifs.kyushu-u.ac.jp/lss/


◼ シンポジウム「オープンデータとデジタルヒューマニティーズ」（2017.1）

◼ IIIFワークショップ in 九州（2017.10）

◼ シンポジウム「情報管理専門職をめぐる民間企業と大学・学界」（2017.11）

◼ Computational Archival Science (CAS) 講演会（2018.1）

◼ ワークショップ「公文書管理法時代における自治体のとるべき施策」（2018.10）

◼ 国際シンポジウム 「高等教育の国際化と大学図書館」（2018.12）

◼ シンポジウム 「オープンデータと大学」（2019.1）

◼ セミナー「自治体がつくる公文書館理時代」（2019.10）

◼ シンポジウム・ワークショップ「大学における研究データサービス」（2019.12）

◼ セミナー「研究インパクト指標」（2019.12）

◼ シンポジウム「情報ガバナンスと文理融合教育の課題」 （2020.1）

◼ セミナー「はじめての研究データ管理とそのサポート」（2021.2）

◼ シンポジウム「遠隔医療とデータ・ガバナンスの共創」（2021.3）

◼ シンポジウム「情報管理組織のミッションと専門職養成」（2021.11）

◼ シンポジウム「図書館と社会融合：社会に開かれた情報資源」（2021.12）

◼ シンポジウム「DX時代の情報管理と人材養成 : ライブラリーサイエンス専攻の挑戦」（2023.1）

◼ 国際シンポジウム「大学における研究データ管理の意義と支援人材育成」（2023.6）
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Digital Humanities(DH)に寄与するライブラリアン

◼ 研究基盤となるデジタルアーカイブの構築・運用（＝知の共有）

◼ コンテンツのオープン化

◼ メタデータの充実

◼ 発見可能性の向上

◼ 学際研究・文理融合のための「場」の提供（＝知の創出）

◼ 学内外の多様な関係者の「ハブ」となる図書館

◼ 人的支援（＝知の媒介）

◼ 資料デジタル化に関するコンサルテーション

◼ 教育への直接の関与

◼ 教職協働による調査研究

◼ 研究支援 → 研究協力

19データ駆動型人文学の研究を推進するために

Collaboration
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